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・とりひき肉　200g　・ゆでたけのこ　150g�

・スナップエンドウ　50g�

・しょうが（みじん切り）大1/2�

・ネギ（みじん切り）大２　・とき卵　1/2個分�

・かたくり粉　大１　・塩　少々　・油　少々�

・だし汁　50㏄�

【調味料】・しょう油、みりん、砂糖、だし汁　各大１�

たけのこバーグ�
　たけのこは、食物繊維が豊富で体にとても良い

食べ物です。和風でも洋風でも炒め物でも何にで

も合う食材です。�

① たけのこは穂先の100gを薄切りにし、残り50gは
　 粗みじん切りにする。�
② ひき肉、しょうが、ネギ、卵、塩少々、かたくり
　 粉大１をよく練り、粗みじん切りにした①を加え
　 て混ぜる。４個の小判型に整える。�
③ 調味料を合わせておく。�
④ フライパンに油を熱して②の両面を焼き、③の調
　 味料を煮からめて器に盛る。�
⑤ フライパンをきれいにし、油少々で①の穂先とス
　 ナップエンドウを炒め、塩少々とだし汁50㏄を加
　 えて３分ほど煮て④に添える。�

※ 市販のたけのこは水から１回ゆでこぼすと臭みが
　 抜けておいしくなります。�

88 （２人分）�

病
院
も
節
電
と
な
る
日
曜
日
　
　
　
　
　
　
　
　

須
貝
　
恵
美�

杖
付
き
登
る
五
階
の
病
棟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
）�

静
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白
つ
つ
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小
池
　
啓
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開
き
て
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極
め
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て
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独
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せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
酔
う
」
「
怠
る
」

デ
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ズ
ニ
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と
勇
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で
出
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け
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辺
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辺
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づ
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解
の
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が
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恵
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ま
せ
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飲
ま
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上
戸
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田
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恵

酔
う
ほ
ど
に
愉
快
な
話
が
飛
ん
で
く
る
　
　
　
　

平
田
　
千
恵

酔
う
程
に
本
音
ポ
ロ
リ
と
無
口
な
子
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セ
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懲
り
た
と
は
誰
も
言
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な
い
二
日
酔
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セ
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遺
り
繰
り
を
怠
け
月
末
四
苦
八
苦
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
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母
の
日
に
子
供
の
気
持
届
け
ら
れ
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ

酔
い
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ぶ
れ
友
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介
護
で
朝
帰
り
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間
　
イ
ミ

玉
三
郎
女
装
の
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に
目
を
見
は
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本
間
　
イ
ミ
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Ｑ
　
関
川
村
で
の
活
動
に
参
加 

　
し
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ
　
初
め
て
参
加
し
た
と
き
は
、

　
た
だ
の
興
味
本
位
で
し
た
。

　
で
も
、
冬
に
参
加
す
る
と
決

　
め
た
時
は
、
ま
た
夏
に
会
っ

　
た
村
の
方
に
会
い
た
い
と
思

　
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
参
加
前
と
参
加
後
で
変
わ

　
っ
た
事
は
？

Ａ
　
村
で
村
の
方
と
飲
む
お
酒

　
が
と
て
も
美
味
し
い
と
感
じ

　
ま
し
た
。
（
あ
ま
り
飲
め
ま

　
せ
ん
が
…
）
あ
と
は
出
会
う

　
方
々
が
と
て
も
元
気
で
「
若

　
い
！！
」
っ
て
思
い
ま
し
た
。

Ｑ
　
今
後
関
川
村
と
ど
う
関
わ

　
っ
て
い
く
か

Ａ
　
関
西
の
人
や
家
族
、
友
人

　
に
関
川
村
の
自
然
や
村
の
方

　
々
に
つ
い
て
伝
え
た
い
で
す
。

　
実
家
に
帰
省
す
る
感
覚
で
村

　
に
訪
れ
る
よ
う
に
で
き
た
ら

　
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
学
生
の
声牧口　直人

（立命館大３年）

国際ボランティア学生協会

IVUSA通信

思
い
出
に
良
き
事
多
し
新
茶
汲
む
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に

若
者
の
若
さ
弾
け
る
夏
衣
裳
　
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ

庭
先
に
出
れ
ば
寄
り
來
る
雀
の
子
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ

新
茶
入
れ
至
福
の
時
や
午
後
三
時
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ

は
ま
な
す
や
こ
こ
関
川
も
さ
き
ほ
こ
り
　
　
　
　

青
木
　
慶
一

夏
空
や
飛
行
機
雲
の
流
れ
け
り
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一

甚
平
の
似
合
う
人
な
り
冷
奴
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一

■
最
近
の
活
動

　
六
月
十
九
日
に
国
士
舘
大
学

に
て
、
関
東
の
各
大
学
の
会
員

が
一
同
に
集
ま
り
、
年
に
四
回

開
催
さ
れ
る
関
東
定
例
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
一
回
目

の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

参
加
人
数
は
総
勢
三
百
五
十
人

を
超
え
、
一
年
生
も
大
勢
参
加

し
ま
し
た
。

　
内
容
と
し
て
は
、
会
員
同
士

の
交
流
を
深
め
る
も
の
か
ら
、
個

人
、
団
体
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
す
研
修
等
、
様
々
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
夏
前
と
い
う
こ
と
で
、

「
え
ち
ご
せ
き
か
わ
大
し
た
も
ん

蛇
ま
つ
り
」
を
始
め
と
す
る
夏
の

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
告
知
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　定例会終了後に、夏プロジェクトの

参加エントリーも始まり、「えちごせ

きかわ大したもん蛇まつり」にも既に

50人を超える会員がエントリーをし

ています。

　今夏の大したもん蛇まつりにも大勢

の学生が参加する予定です。

　よろしくお願いします。 ▲告知をする「関川村」担当の
　嵯峨リーダー

▲関東定例会の様子


